参加資格と障害区分について
１　参加資格における留意事項
（１）第２４回全国障害者スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ
輝く障スポ」派遣選手選考会への申し込みにあたっては、必ず該当する各種障害者手帳の写し（障害区分、最終更新日が分かるもの）を添付してください。
（２）療育手帳の交付を受けていない知的障害のある人（特別支援学校の生徒など）の申し込みの際には、以下のいずれかの書類の提出をお願いします。
  　ア　児童相談所・知的障害者更生相談所長の判定書の写し
    　（療育手帳が交付された時点で写しを事務局に送付すること。）
  　イ　在籍（在学、通所、入所）または卒業（退所）した所属長による
証明書（書式不問、以下の記載内容を満たすもの）
  　　
〈証明書の記載内容〉　※別添の記入例を御参照ください。
	・証明年月日

・在籍または卒業した学校（団体）名および所属長名（公印）

・対象選手の氏名、性別、生年月日、当該年４月１日現在の年齢、

現住所、在籍(在学)期間
・証明文
「療育手帳の取得の対象に準ずる障害があることを証明します。」


２　障害区分の判定
　　参加される選手の障害区分の判定については、別添の「障害区分の解説」や「よくある質問」を参照の上、以下に留意してください。
（１）障害が重複している場合には、種目ごとに変えるのでなく、同じ障害区分で参加してください。
（２）肢体不自由の７級が重複して６級に認定されている場合は、いずれか一肢の障害として区分します。
（３）多肢切断や両上肢障害などのように、複数の部位の切断や機能障害の区分には、３肢以上（多肢）や両上肢がそれぞれ６級以上の認定を受けている場合が該当します。
（４）指及び手のひらの切断は手部切断として、足部の切断は下腿切断として扱います。
（５）一側の手部切断も、両側の手部切断も「手部切断」として区分します。

（６）関節離断は上位部位の切断と扱います。（例：肘関節離断は上腕切断）

（７）両上腕切断者が片前腕切断の障害区分で参加するなど、明らかに障害が軽度と思われる障害区分での参加はできません。

（８）片上肢完全などの「完全」とは、上肢や下肢の大きな３つの関節すべて（上肢は肩・肘・手関節、下肢は股・膝・足関節）に機能障害があるものを言います。（下肢の場合は、長下肢装具なしでは体重を支えきれないものが該当）
（９）不完全とは、上肢や下肢の大きな３つの関節すべて（上肢は肩・肘・手関節、下肢は股・膝・足関節）のうち、１または２関節に機能障害があるもの。
（10）サリドマイドや骨形成不全などにより、前腕は正常でも上腕に障害があるような場合には、競技によっては、最も上位の障害部位（上腕）の切断として扱っても、機能障害として扱っても構いません。
（11）「車いす常用」とは、日常生活で常に車いすを使用していることをいいます。また、「車いす使用」とは、スポーツの場面のみに車いすを使用していることをいいます。
（12）切断または機能障害のある方が競技で車いすを使用する場合は、「脳原性麻痺以外で車いす常用または使用」の「その他の車いす」の障害区分に該当します。

（13）脊髄損傷や脳原性麻痺以外で上下肢に障害のある車いす常用（筋ジストロフィー症など）の区分は、残存機能や座位バランスなどに留意しながら、脊髄損傷の機能レベルの区分に応じて行います。

（14）脳原性麻痺とは、脳性麻痺、脳血管疾患や脳外傷等による脳に起因して生じる健康状態の総称を言います。
（15）走可能とは、両足が地面を離れ、身体に空間を跳んでいる時期があり、かつ、両足がともに地面に接している時期がない、連続した運動ができる状態を言います。なお、走可能と判断する場合、歩行可能で転倒せず早歩きできることを前提とします。

（16）視覚障害の視力は、矯正後の良い方の視力で判断します。

※　障害区分が不明な場合は、参加される選手の氏名、手帳番号、手帳障害欄の記載事項、出場希望種目を確認の上、各市町の申込受付窓口または大会事務局までお問合せください。
